
募 集 期 間　　　　　  平成27年12月21日（月）～平成28年1月15日（金）

寄せられたご意見　　　１３件　（ほかに賛成意見 ３８件）

意見の内容（概要）と意見に対する考え方

いしかわに誇りと愛着を持ち、世界と地域に貢献する人材を育成します

No 意見の内容（概要） 左記の意見に対する考え方

1 　子供たちが居住地域や他地域のよさを実
感できるように、子供バスツアーなどによ
る学校間交流や他地域訪問などの取組を
行ってはどうか。

　公民館による相互交流事業の支援など、地
域と連携したふるさと体験学習を推進するこ
ととしており、子供たちが、ふるさと石川に
対する理解を一層深めることができるよう
様々な取組を進めてまいります。

2 　外国からの観光客が激増する中、観光分
野におけるグローバル人材の育成が急務で
あるが、外国語によるコミュニケーション
能力だけでなく、「おもてなしの精神（ホ
スピタリティマインド）」も身に付けた人
材が必要である。

　地域社会の一員として主体的に参画する態
度の育成の一環として、「おもてなし」の精
神を学ぶ授業を推進することとしており、こ
うした取組と合わせて、幅広い視野を身に付
けたグローバル人材の育成に努めてまいりま
す。

学力を高め、 社会の変化に対応できる資質・能力を育成します

No 意見の内容（概要） 左記の意見に対する考え方

3 　新しい学力を育成するためには、学校外
の人材を活用した組織の見直しが必要では
ないか。

　専門性を有する外部人材の協力を得なが
ら、様々な課題に学校が組織的に対応する
「チーム学校」を推進することとしていま
す。

4 　高等学校の特色に応じた取組を充実する
うえ、小規模な高校の教員は、一人で幅広
い教育ニーズへ対応する必要があり、それ
を実現する具体的方策を提示して欲しい。

　教員研修の充実を図り、幅広い教育ニーズ
対応できるよう個々の教員の専門性や指導力
の向上に取り組んでまいります。

5 　ICT活用に関する継続的で効率的な研修
を行うと同時に、研修全般の検証・精選が
必要ではないか。

　時代の変化に応じた教員研修の充実を図る
中で、ICTの活用方法に関する研修の充実な
どにも取り組んでまいります。

6 　特別支援学校で専門相談員を務める教員
の多くは５０代であり、早急に新たな専門
相談員の育成に取り組んでほしい。

　地域の特別支援教育センターとしての機能
強化を図るため、専門相談員の専門性の維
持・向上と、新たな専門相談員の育成に努め
ることとしています。

第2期石川の教育振興基本計画（仮称）中間まとめ案に対する
パブリックコメントの結果
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豊かな心と健やかな体を備えたタフな人づくりを推進します

No 意見の内容（概要） 左記の意見に対する考え方

7 　文部科学省通達（27文科初児生第3号）
や2015年改定「石川県人権教育・啓発行
動計画」も踏まえ、　「性同一性障害者」
を、「性的少数者」に置き換えてくださ
い。

　ご意見のとおり修正いたします。

8 　いじめや不登校など児童生徒の課題に対
しては、各学校の教育力だけではなく、地
域の教育力が必要であり、学校と地域との
連携が重要である。

　専門性を有する企業やNPO、地域の人材を
学校に配置するなど、学校と地域が連携を図
りながら、子供たちを取り巻く諸課題の解決
に取り組むこととしております。

9 　環境保全や地域に対する理解を、持続可
能な社会の実現につなげるために、環境プ
ログラムづくりに取り組むリーダーの育成
が必要ではないか。

　県教育センターにおいて、石川の自然や
人々の営みをテーマに学習指導を行うリー
ダー教員養成研修を実施してきたところであ
ります。今後とも研修を通じて教員の専門性
の向上に取り組んでまいります。

10 　自分の学校が避難場所に指定されている
ことを踏まえ、「被災者支援」の視点から
中高生はもっと学ぶべきではないか。

　地域や家庭と連携し、防災教育の推進に努
めることとしております。いただいたご意見
も踏まえつつ、「被災者支援」の視点からの
取組も進めてまいります。

信頼される質の高い学校づくりを推進します

No 意見の内容（概要） 左記の意見に対する考え方

11 　教員が多忙な状況にあり、子供と十分に
向き合ったり、じっくり教材研究を行った
りする時間をとるのが困難な状況と指摘さ
れている。
１　学校の業務改善に向けた詳しい実践事
例集の作成と配布・web掲載
２　学校事務職員制度の改革と、学校事務
の共通化
など、盛り込むことが必要ではないか。

　教職員のワークライフバランスの確保の観
点からも、効率的な校務運営に努めることと
しております。ご意見につきましては、今後
の具体的な取組を進めるうえでの参考にさせ
ていただきます。

12 　教員養成を目的に、一定期間、豊富な現
場経験を持つ教員を、大学等へ講師として
派遣してはどうか。

　現職教員や指導主事が、特任講師として金
沢大学へ出向いて講義を行う事業に取り組ん
でいるところであり、ご意見につきまして
は、今後の具体的な取組を進めるうえで参考
にさせていただきます。

ライフステージに応じたスポーツ活動を充実します

No 意見の内容（概要） 左記の意見に対する考え方

13 　パラリンピックを通じた障害者理解教育
の充実に取り組むべきである。

　オリンピック・パラリンピック教育を推進
することとしており、いただいたご意見も踏
まえつつ、取組を進めてまいります。
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